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学生証について

学生への連絡等

キャ ンパスルール， 制度２

＜こ んなこ と に使えます＞

・ 講義の出席確認（ ※講義による）

・ オンデマンド プリ ント

・ ミ ールポイ ント の使用　 　 など

＜紛失・ 破損し たと き は…＞

速やかに「 学生証再発行願」 を 学生部教育支援課

（ 米子地区は学務課） に提出し てく ださ い。

※紛失・ 破損等の場合には， 再発行手数料が必要です。

※ 注 意 事 項 ※

　 ・ 学生証に記載さ れている氏名等の情報は， 在学中だけではなく ， 各種証明書の発行な

どで卒業後にも 使用さ れます。 変更がある場合は， 速やかに所属学部教務係に申し 出

てく ださ い。

※ 注 意 事 項 ※

　 ・ 掲示の見落と し のないよう 小まめにチェ ッ ク し まし ょ う 。

　 ・ 学務支援システムの連絡先を 使用し ますので， 頻繁に確認するも のを登録し まし ょ う 。

　 ・ 電話による休講， 試験， 行事予定等の問い合わせに対する応対は行いません。

　 ・ 学生への連絡は， 原則と し て掲示板への掲示により 行います。

　 ・ 緊急時には， 電話またはメ ールにより 連絡し ます。

　 　 各学部， 共通教育棟の掲示板の設置箇所と 事務室の場所は， 63 ～ 65ページを参照し てく ださ い。

授業中のマナーについて

　 授業中の以下のよう な行為は， 真面目に授業を受けている学生や， 授業を 行っ ている教員にと っ て大

変迷惑になり ，快適な学習環境を 奪う こ と につながり ます。 自分だけでなく ，みんなが快適で楽し いキャ

ンパスラ イ フ を 過ごすこ と ができ るよう ， 授業中のマナーを 守り まし ょ う 。

○私語

○講義室の入退室

　 遅刻はし ないこ と 。 授業担当教員に断り なく 途中退室はし ないこ と 。
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２

気象警報発令に伴う 授業及び定期試験の取扱いについて

　 鳥取市北部（ 米子キャ ンパスにあっ ては米子市） に特別警報（ 波浪特別警報を 除く ） が発令さ れてい

る場合は， 授業等を 休講と し ます。 また， 警報（ 暴風， 大雨， 洪水， 大雪， 暴風雪） が発令さ れている

場合は， 公共交通機関（ 鳥取駅， 米子キャ ンパスにあっ ては米子駅発着のＪ Ｒ ） の運行状況， 実際の天

候， 安全面等を 考慮し ， 教育担当理事（ 米子キャ ンパスにあっ ては医学部長） が休講の実施について判

断し ます。

〇特別警報発令時には， 原則， あら ためての周知は行いません。（ 自動的に休講です）

〇 警報発令時には， 下記の時間までに， 本学のHP又は学務支援システムの掲示板に授業等の取扱い

（ 休講または実施） を 掲載し ますので， 各自確認し てく ださ い。

　 午前の授業　 ⇒　 午前７ 時30分まで

　 午後の授業　 ⇒　 午前11時30分まで

○携帯電話・ スマート フ ォ ン・ Ｐ Ｃ ・ タ ブレ ッ ト 端末等の使用

　 授業担当教員の指示により ， 若し く は， 授業担当教員の許可を 得て授業のために使用する場合を

除き ， こ れら の機器を 使用するこ と は禁止です。 また， 試験の際にこ れら の電子機器を 見る 行為は

不正行為になり ます。 授業中は電源を切るかマナーモード に設定し てく ださ い。

○授業の撮影・ 録画・ 録音

　 特別な理由がある場合を 除き ， 授業の撮影・ 録画・ 録音は原則禁止です。 必要な場合は， 必ず授

業担当教員の許可を 得てく ださ い。

○飲食

　 原則禁止と し ますが， 授業担当教員の指示に従っ てく ださ い。

学生による掲示物， 広告用チラ シ等について

（ １ ）　  学生による学内での掲示については，下記のと おり 掲示板を管理し ている係で許可を 得たう えで，

指定の場所に掲示し てく ださ い。

掲示し たい場所 担当窓口 場所

共通教育棟 教育支援課総務係 共通教育棟Ａ 棟1階

大学会館 学生生活課学生支援係 共通教育棟Ｂ 棟1階

各学部棟 各学部教務係 各学部棟教務係

（ ２ ）　 チラ シを 配布する場合は， 事前に学生生活課の許可を 得てく ださ い。

　 　  　 学内の非公認団体や， 営利目的・ 学外団体主催の活動・ イ ベント 等に関するチラ シ配り は認めて

いません。

（ ３ ）　  構内に立看板を 設置し たい場合は， 学生生活課（ 米子地区は学務課） の許可を得てから 設置し て

く ださ い。
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ゴミ 出し のルールについて

【 日常生活】
当たり 前のこ と ですが， 自分で出し たゴミ については分別し て所定の場所に自分

で捨てまし ょ う 。

【 課外活動】
課外活動施設及び体育施設に設置し ている ゴミ 箱は， 施設清掃時に出た塵や埃を

捨てるためのも のです。 活動中に出たゴミ は持ち帰っ て捨ててく ださ い。

【 卒業時】

卒業時など転居に伴う 引越し 作業などで出た大型ゴミ は， 通常のゴミ ステーショ

ンに廃棄するこ と はでき ません。

大型ゴミ は， 鳥取市の大型ゴミ 受付セン タ ー（ 米子市はク リ ーン セン タ ー） へ予

約のう え前日までに大型ゴミ 納付券を 購入し ， 捨てるこ と ができ ます。 予約方法，

料金など， 詳し く は各市のウェ ブサイ ト を ご覧く ださ い。 大型ゴミ 納付券は， コ

ンビニの他， 鳥大生協でも 取り 扱っ ています。

また， 一般廃棄物収集・ 運搬業許可業者でも 大型ゴミ の収集を 受け付けています。

【 アパート ・ 下宿先】

決めら れた曜日・ 場所に指定の方法による分別し たゴミ を入れてく ださ い。

鳥取市では， 可燃ゴミ と プラ スチッ ク ゴミ は指定袋の購入が必要です。

アパート 等で決めら れた場所以外への不法投棄は絶対にし ないでく ださ い。

遺失・ 拾得物について

　 学内で落し 物を し た， 又はこ れら の遺失物を 拾得し たと き は， 速やかに学生生活課又は近く の学部，

附属図書館の事務室に届け出てく ださ い。

　 拾得物は， 紛失し た日から 遅れて届く 場合も あり ますので， 何度か尋ねてみてく ださ い。

　 キャ ッ シュ カ ード ， ク レ ジッ ト カ ード 等を 紛失し た際には， 必ず該当の金融機関等と 交番へ届け出を

し てく ださ い。

盗難防止について

　 大学構内での紛失・ 盗難がし ばし ば発生し ています。 貴重品は常に携行するよう にし てく ださ い。

　 万一盗難にあっ た時や， 不審な者を 見かけた時には， 速やかに大学の窓口又は警務員室へ連絡し てく

ださ い。
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飲酒及び喫煙について

　 20歳未満の者の飲酒・ 喫煙は， 法律で禁止さ れています。

　 大学に入学し たら ， 新入生歓迎コ ンパ， 各種行事や大会の打ち 上げコ ン パ・ 宴会等が行われますが，

すすめら れても 20歳未満の者はキッ パリ と 断り まし ょ う 。

　 なお， 20歳以上の者であっ ても ， 20歳未満の者へ飲酒を すすめる， 又は20歳未満の者の飲酒を 制止し

ないこ と は法律違反であり ， 処罰の対象と なり ます。

　 また酒気帯び運転（ 飲酒運転） は， 自身だけでなく 同乗者にも 刑事罰が下さ れる重大な犯罪であると

と も に， 自身， 同乗者， そし て罪のない誰かの大切な命を 奪う 可能性のある非常に危険な行為です。

　 相手のため，そし て自分のために，飲酒運転を し ない・ さ せないよう ，常日ごろ から 心がけてく ださ い。

※ 厳 禁 事 項 ※

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 20歳未満者の飲酒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 飲 酒 運 転

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ イ ッ キ 飲 み

構内全面禁煙について

　 本学は「  構 内 全 面 禁 煙 」 です。 喫煙を 発見し た場合には、 厳重な指導を行います。

　 また， 鳥取キャ ンパス周辺は「 鳥取市快適な生活環境の確保に関する条例」 により ， 原則路上喫煙は

禁止さ れています。

　 構内禁煙化の目的

　 　 ・ 多数の20歳未満者が在籍する大学構内での受動喫煙防止と 学生・ 職員等の健康増進

　 　 ・ 教育機関における喫煙防止教育の一層の推進

　 　 ・ 吸い殻のポイ 捨て防止

　 たばこ は喫煙者の健康を 害するだけでなく ， 受動喫煙により 非喫煙者にも 健康被害を 与える恐れがあ

り ます。

　 構内禁煙化は， 以下の政策・ 提言の実現， 構成員の健康増進， 喫煙率の低下のための本学と し ての第

一歩です。

　 　 　 ・「 たばこ の規制に関する世界保健機関枠組条約」 (略称「 たばこ 規制枠組条約」 )の批准

　 　 　 ・ 日本学術会議の提言「 脱たばこ 社会の実現に向けて」（ 平成20年３ 月４ 日）

　 　 　 ・ 喫煙防止教育等の推進について（ 平成７ 年５ 月25日付文部科学省通知)  
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授　 業　 料

授業料の納入方法
　 本学では授業料の納入を 「 預金口座振替方式」（ 以下「 口座振替」 と いう 。） と し ています。

　 授業料の納金方法の手順は下記のと おり です。

 手続き  その１   

　 以下の本学指定の金融機関のいずれかに口座を 開設する

　 ・ 山陰合同銀行の本店及び各支店， 出張所

　 ・ 鳥取銀行の本店及び各支店

　 ・ ゆう ちょ 銀行（ 郵便局）

 手続き  その２   

　「 口座振替依頼書」 を 提出する

　 ⅰ） 用紙を ，「 財務部経理課出納係」，「 各学部教務担当係（ 米子地区は学務課）」 で受け取り ます。

　 ⅱ）  口座振替依頼書を 「 本学の指定する金融機関の窓口」 に提出し てく ださ い。

 手続き  完了   

　  　「 口座振替依頼書」 に登録さ れた預金口座から 授業料相当額が引き 落と さ れ， 指定の金融機関より

大学へ授業料が納入さ れます。

納入期限と 授業料金額

・ 前期分： ５ 月末日（ 267,900円） 

・ 後期分： 11月末日（ 267,900円） 　

※在学中に， 授業料の金額の改定が行われた場合は， 改定時から 新し い金額が適用さ れます。

P o in t

・ 直接， 指定金融機関で預金口座を開設し てく ださ い。

・ 口座名義は， 学生本人または保護者等のどちら でも 構いません。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ すでに指定金融機関に預金口座をお持ちの方は， その口座を 利用するこ と も でき ます。

P o in t

　 預金口座の名義人の変更や振替する 預金口座の変更などがあっ た場合は， その都度，「 口座振

替依頼書」 を 「 財務部経理課出納係」 または「 各学部教務担当係（ 米子地区は学務課）」 へ提出

し てく ださ い。

P o in t

・  入学時に口座振替の手続き を し ていない人は， 本学が指定する 金融機関に預金口座を 開設し ，

所定の手続き を し てく ださ い。

 ・ 事情により 納付が困難な場合は免除等の申請ができ ます。

　  「 授業料の減免等」（ 25ページ） を ご参照く ださ い。
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預金口座振替日
　 口座振替は， 前期分は５ 月25日， 後期分は11月25日です。

　 それぞれ振替日の前日までに授業料相当額を口座へご準備く ださ い。

　 ・ 口座振替日が土曜， 日曜又は休日にあたる場合には， その翌営業日が期限と なり ます。

　 ・  授業料相当額が預金残高不足等の理由により ， 預金口座から 引き 落と し でき なかっ た場合は， 翌月

25日に再度振替し ます。（ ただし ， ３ 月は口座振替を 実施し ませんのでご注意く ださ い。）

免除申請（ 予定） をさ れる方
　 詳し く は，「 授業料の減免等」（ 25ページ） をご参照く ださ い。

休学・ 退学等を願い出る方
　 やむを得ない理由により 休学又は退学を 願い出よう と する場合は， 授業料の口座振替処理等の関係が

あり ますので， 早めに各学部教務担当係（ 米子地区は学務課） へ申し 出てく ださ い。

　 詳し く は，「 学籍に関する手続き 」（ 22ページ） を ご参照く ださ い。

領収書等の発行
　 ・ 授業料の振替金額は， 預金通帳に記載さ れますので， それにより 確認し てく ださ い。

　 ・  領収証明書が必要な場合は， 担当係（ 財務部経理課出納係または米子地区事務部経理・ 調達課経理

係） へお申し 出く ださ い。

督促
　 ・ 授業料を 滞納し た場合， 本人へ督促を 行います。

　 ・ 督促し ても なお授業料が納付さ れない場合は， 除籍と なるこ と があり ますので注意し てく ださ い。

授業料の返還
　 納入さ れた授業料は， 原則返還し ません。

　 ただし ， 次のよう な例の場合は返還でき ますので， 各学部教務担当係（ 米子地区は学務課） へお申し

出く ださ い。

　（ 例ですので， 必ず担当係でご確認く ださ い。）

　 ・  前期分授業料納入の際に後期分授業料も 併せて納入し た場合で， ９ 月30日までに退学または後期の

休学を 許可さ れたと き は， 申し 出により 後期分授業料相当額を 返還し ます。

　 ・  前期分授業料納入後， ４ 月３ ０ 日までに（ ５ 月１ 日から ９ 月３ ０ 日までの） 休学が許可さ れたと き

は， 申し 出により ５ ヶ 月分の授業料相当額を 返還し ます。

　 ・  前期分授業料納入後， ５ 月中に（ ６ 月１ 日から ９ 月３ ０ 日までの） 休学が許可さ れたと き は， 申し

出により ４ ヶ 月分の授業料相当額を返還し ます。

　 注） ６ 月以降又は１ ２ 月以降に当該学期の休学が許可さ れた場合でも ， その学期の授業料は， 全額必

要と なり 返還し ません。

【 問合せ先】

　 ＊財務部経理課出納係（ 鳥取地区）

　 　 　 　 〒680-8550 鳥取市湖山町南４ 丁目101番地　（ 電話） 0857－31－5029
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学 内 交 通 規 制

自動車の入構について
　 学生による自動車の大学構内への乗り 入れは， 認めら れていません。 [鳥取地区]

　 ただし ， 身体の障害疾病等の特別の理由がある者が入構する場合は， 事前に所属学部の教務係と 相談

の上，「 身障者用駐車場利用許可申請書」 を財務部財務課に提出し てく ださ い。   

[課外活動上の理由で自動車を 入構さ せたい場合]

　 原則と し て自動車の乗り 入れは禁止です。

　 大き な機材等がある場合， 第２ 駐車場に車を止め， 構内では台車・ リ ヤカ ーで運搬し てく ださ い。

自動二輪車（ 原付を含む） の駐輪について
　 構内道路の走行は， 一切禁止です。

　 駐輪は、 巻末に示す学部別駐輪場配置図を ご確認く ださ い。

交通事故の防止

　 近年， 自動車・ バイ ク ・ 自転車を 所有する 学生の増加に伴っ て ， 自動車・ バイ ク ・ 自転車によ

る 交通事故が増えています。 ひと たび事故が起き れば， 被害者加害者を 問わず， また， 本人だけ

でなく 家族にと っ ても ， 精神的・ 経済的に多大な負担が生じ ます。 学生一人一人が交通ルールを

守り ， 交通安全に努める と と も に， 安全運転（ 思いやり と ゆと り のある 運転） を 励行し ， 交通事

故に遭わないよう ， 起こ さ ないよう に心掛けまし ょ う 。

鳥取キャ ンパスへの自転車入構について
　 鳥取キャ ンパスでは， 安全で快適な学内環境のため， 自転車の駐輪規制を 行っ ています。 自転車利用

者は， 所属学部の教務係又は学生生活課で「 駐輪許可シール」 を 受け取り ， 自転車に貼付のう え， 学部

指定の駐輪場所を利用し てく ださ い。

・  駐輪許可シールは， 在籍学部によっ て地域学部が赤色， 工学部が黄色， 農学部が緑色， 医学部は青色

に分類さ れています。（ 大学院は学部に準じ ます。） 所定の駐輪場（ 巻末資料参照） に， 間違えないよ

う に駐輪し てく ださ い。

・  駐輪許可シールは， 自転車の車体後方の泥除けなどの見やすい位置に貼付し てく ださ い。

・  駐輪許可シールのない自転車の駐輪は一切認めません。

・  陸上競技場， 野球場， ラ グビー・ サッ カ ー場へは自転車で移動でき ますが， それ以外のキャ ンパス内

の移動については， 所定の駐輪場に駐輪後， 徒歩で移動し てく ださ い。

・  構内において自転車の盗難がし ばし ば発生し ています。 駐輪の際は， 必ず鍵を 掛ける等， 盗難防止に

努めてく ださ い。

※ 構内での自転車の事故・ 盗難・ 損傷等については， 大学は一切責任を負いません。 自転車が不要になっ

た場合は， 構内に放置せず， 自ら の責任で処分し てく ださ い。

「 歩き スマホ」 について
　 前方不注意などにより 事故のも と につながり ますので、「 歩き スマホ」 は控えてく ださ い。

スケート ボード 等の使用について
　 構内でのスケート ボード 等は， 原則禁止です。
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学生表彰制度・ 優秀学生育成奨学金制度
　 みなさ んが日々勉学に精励し ，特筆すべき 優秀な学業成績を 収め，あるいは学業以外のサーク ル活動，

社会的活動等に貢献するこ と は， 本学にと っ ても 大き な誇り であり ， また， 広く 社会から も 賞賛さ れる

と こ ろ です。

　 様々な分野で高く 評価さ れる学生がより 多く 輩出さ れるこ と を 期待し ， 下記のよう な表彰制度を 設け

ています。

　

学生表彰制度

　 本学における学業の成績が特に優れていると 認めら れる者， または本学の名誉を 著し く 高めたと 認め

ら れる者に対し て表彰する制度です。

優秀学生育成奨学金制度

　 地域社会の篤志家の方から 奨学寄附金を 受入れ，こ れを 財源と し て学資を助成する制度です。し たがっ

て， こ の奨学金には寄附者の冠を 付し 「 ○△奨学金」 と し て設立し 運用さ れます。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１ 　 ○△奨学金を支給さ れる者（ 以下「 奨学生」 と いう 。） は，本学の学生で，学業成績（ 研究成果を含む。

以下同じ 。）， スポーツ・ 芸術（ すべての課外活動を 含む。 以下同じ 。） 又は社会貢献活動のいずれか

の分野において個人によっ てなさ れた活動が秀でており ， かつ， 人格に優れ， 他の学生の模範になる

と 認めら れる者と し ます。

２ 　 奨学生の数は， 原則と し て年間若干人と し ます。

３ 　 奨学金の額は， 原則と し て１ 人当たり 10万円と し ます。

４ 　 学部長又は研究科長は， 学業成績の分野で奨学生候補者があると 認めると き は， 成績証明書， 研究

成果等を 添付のう え， 毎年３ 月末日までに学長に推薦するも のと し ます。

５ 　 学部長， 研究科長又は課外活動顧問教員は， スポーツ・ 芸術又は社会貢献活動の分野で奨学生候補

者があると 認めると き は， 参考資料等を 添付のう え， その都度学長に推薦するも のと し ます。

６ 　 学長は， 前２ 項の規定により 推薦さ れた候補者の中から 奨学生を 選考するも のと し ます。

７ 　 学長は， ○△奨学金の支給に当たり ， 目録を 授与すると と も に， 表彰状を授与し ます。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

課外活動学長表彰制度
　 学生の課外活動の充実と 更なる 活性化を 図る こ と を 目的と し て ， 上記表彰のほか特に優れた活動を

行っ た学生団体等を 表彰するため「 課外活動学長賞」 を設けています。

　 表彰の基準は， 以下のと おり です。

　（ 1） 全国の競技会及びコ ンク ール等で入賞等高い評価を 受けた者又は団体。

　（ 2） ５ 団体以上が参加する地方の競技会， コ ンク ール等で優勝等最も 高い評価を 受けた者又は団体。

　（ 3） 課外活動を通じ て本学に対する貢献が著し いと 認めら れた者又は団体。


